
自然現象の種類 箇所名 所在地
特別警戒区域（ﾚｯﾄﾞ

ｿﾞｰﾝ）の有無
指定年月日

土石流 向粥見1 飯南町向粥見字下相津 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石8 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 松阪236 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 小片野8 小片野町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 小片野9 小片野町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石24 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石25 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石26 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石27 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石31 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石32 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 六呂木15 六呂木町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 六呂木16 六呂木町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 小片野10 小片野町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 小片野12 小片野町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石23 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石28 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石29 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 大石30 大石町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 小片野7 小片野町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 小片野11 小片野町 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 五番組Ⅰ-1 飯南町横野五番組 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 神路山Ⅱ-8 飯南町深野神路山 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 神路山Ⅱ-9 飯南町深野神路山 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 夏明Ⅱ-3 飯南町深野夏明 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 樋山Ⅱ-6 飯南町下仁柿字樋山 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 長野Ⅱ-4 飯南町深野長野 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 中村Ⅱ-3 飯南町深野中村 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 東村Ⅱ-1 飯南町深野東村 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 波留Ⅱ-4 飯南町向粥見字波留 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 波留Ⅱ-5 飯南町向粥見字波留 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 波留Ⅱ-6 飯南町向粥見字波留 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 上相津Ⅱ-10 飯南町向粥見字上相津 ○ 令和5年5月26日
急傾斜地の崩壊 上相津Ⅱ-11 飯南町向粥見字上相津 ○ 令和5年5月26日
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【様式集（１）】　県への応援要請書等様式
（様式１）

第　　　　　号
年　　月　　日

　三重県知事あて
（応援市町長あて）

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、下記のとおり応援を要請します。

１．応援を要請する理由

例）台風○○号による災害

２．添付書類

　○被害状況（別添様式１）

例）災害対策本部の設置状況、職員配置状況
　　人的被害、住家被害、非住家被害、道路被害、ライフライン被害
　　避難者数など

　　被害集中地域等、現在の主な対応状況等

　○応援要請・計画書（別添様式２～別添様式４）

例）要請物資、資機材等の品目、数量、搬入場所、輸送手段、交通情報等
　　要請人員の職種、人数、派遣場所、活動内容、派遣期間　等
　　その他必要な事項（地図等）

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　要　請　書

記

（公　印　省　略）
応援要請市町長
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（様式２）
第　　　　　号
年　　月　　日

　応援市町長あて

１．応援市町名及び応援内容

例）○○市　　応援内容：人員派遣、救援物資輸送

２．添付書類

　○応援要請書（様式１）の写し

　○被害状況（別添様式１）

　○応援要請・計画書（別添様式２～別添様式４）

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　計　画　書

記

三　重　県　知　事

（公　印　省　略）

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け第　　　　号により提
出された応援要請に基づき、下記のとおり応援計画を作成しましたので通知します。

（様式３）
第　　　　　号
年　　月　　日

応援要請市町長あて

１．応援市町名及び応援内容

例）○○市　　応援内容：人員派遣、救援物資輸送

２．添付書類

　○応援要請・計画書（別添様式２～別添様式４）

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　通　知　書

記

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け、第　　号により提出
された応援要請による要請を受諾し、下記のとおり応援を行うこととしましたので通知し
ます。

応援市町長
（公　印　省　略）
（三重県経由）
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（様式２）
第　　　　　号
年　　月　　日

　応援市町長あて

１．応援市町名及び応援内容

例）○○市　　応援内容：人員派遣、救援物資輸送

２．添付書類

　○応援要請書（様式１）の写し

　○被害状況（別添様式１）

　○応援要請・計画書（別添様式２～別添様式４）

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　計　画　書

記

三　重　県　知　事

（公　印　省　略）

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け第　　　　号により提
出された応援要請に基づき、下記のとおり応援計画を作成しましたので通知します。

（様式３）
第　　　　　号
年　　月　　日

応援要請市町長あて

１．応援市町名及び応援内容

例）○○市　　応援内容：人員派遣、救援物資輸送

２．添付書類

　○応援要請・計画書（別添様式２～別添様式４）

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　通　知　書

記

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け、第　　号により提出
された応援要請による要請を受諾し、下記のとおり応援を行うこととしましたので通知し
ます。

応援市町長
（公　印　省　略）
（三重県経由）
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（様式４）
第　　　　　号

　　年　　月　　日
　三重県知事あて
（応援市町長あて）

１．応援物資及び数量

２．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　物　資　受　領　書

記

（公　印　省　略）
応援要請市町長

　三重県市町災害時応援協定書に基づく本市（町）の応援要請に対して、貴県（市町）よ
り下記のとおり応援物資を受領しましたので通知します。

（様式５）
第　　　　　号

　　年　　月　　日
　三重県知事あて
（応援市町長あて）

１．応援終了要請の理由

２．応援終了要請年月日

　　　年　　　月　　　日

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　終　了　要　請　書

記

（公　印　省　略）
応援要請市町長

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け第　　　　号により受
諾された応援について、下記のとおり終了の要請をいたしますので、よろしくお願いしま
す。
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（様式４）
第　　　　　号

　　年　　月　　日
　三重県知事あて
（応援市町長あて）

１．応援物資及び数量

２．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　物　資　受　領　書

記

（公　印　省　略）
応援要請市町長

　三重県市町災害時応援協定書に基づく本市（町）の応援要請に対して、貴県（市町）よ
り下記のとおり応援物資を受領しましたので通知します。

（様式５）
第　　　　　号

　　年　　月　　日
　三重県知事あて
（応援市町長あて）

１．応援終了要請の理由

２．応援終了要請年月日

　　　年　　　月　　　日

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　終　了　要　請　書

記

（公　印　省　略）
応援要請市町長

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け第　　　　号により受
諾された応援について、下記のとおり終了の要請をいたしますので、よろしくお願いしま
す。
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（様式６）
第　　　　　号

　　年　　月　　日
応援要請市町長あて

１．応援終了の理由

２．応援終了年月日

　　　　年　　　　月　　　　日

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　終　了　報　告　書

記

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け、第　　号により提出
された応援要請に基づく応援については、下記の理由により終了することになりましたの
で報告します。

応援市町長
（公　印　省　略）
（三重県経由）

（別添様式1）

被害状況速報

防災情報システム入力・出力
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（様式６）
第　　　　　号

　　年　　月　　日
応援要請市町長あて

１．応援終了の理由

２．応援終了年月日

　　　　年　　　　月　　　　日

３．連絡先

担当課 ：

担当者 ：

電話番号 ：

FAX番号 ：

電子ﾒｰﾙ ：

応　援　終　了　報　告　書

記

　三重県市町災害時応援協定書に基づき、　　年　　月　　日付け、第　　号により提出
された応援要請に基づく応援については、下記の理由により終了することになりましたの
で報告します。

応援市町長
（公　印　省　略）
（三重県経由）

（別添様式1）

被害状況速報

防災情報システム入力・出力
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（
別
添
様
式
2
）

応応
援援
要要
請請
・・
計計
画画
書書

県
市
町
名

担
当
者
氏
名

品
目

規
格

数
量

輸
送
先
住
所

名
称

電
話
番
号

現
地
責
任
者

輸
送
手
段

輸
送
希
望
日
時

応
援
市
町

数
量

規
格

数
量

発
送
予
定
日
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

陸
路
（
可
・
不
可
）

月
○
○
市

　
　
月
　
　
日
　
　
時

海
路
（
最
寄
港
）

日
○
○
町

　
　
月
　
　
日
　
　
時

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

時
　
　
月
　
　
日
　
　
時

受
諾
内
容
（
応
援
市
町
記
入
）

（
三
重
県
記
入
）

応
援
要
請
内
容
（
被
災
市
町
記
入
）

応
援
要
請
（
被
災
）
市
町
（
被
災
市
町
記
入
）

三
重
県

応
援
市
町
（
応
援
受
諾
市
町
記
入
）

連
絡
先
（
電
話
）

物物
　　
　　
資資

所
属
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（
別
添
様
式
3
）

応応
援援
要要
請請
・・
計計
画画
書書

県
市
町
名

担
当
者
氏
名

職
種

活
動
内
容

携
行
品

人
数

派
遣
場
所

電
話
番
号

現
地
責
任
者

交
通
手
段

派
遣
期
間

応
援
市
町

人
数

所
属
・
担
当
者

人
数

派
遣
期
間

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

陸
路
（
可
・
不
可
）

　
　
月
　
　
日

○
○
市

～

海
路
（
最
寄
港
）

～
○
○
町

～

空
路
（
最
寄
ﾍ
ﾘ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ）

　
　
月
　
　
日

～

所
属

人人
員員
派派
遣遣

応
援
市
町
（
応
援
受
諾
市
町
記
入
）

連
絡
先
（
電
話
）

受
諾
内
容
（
応
援
市
町
記
入
）

（
三
重
県
記
入
）

応
援
要
請
内
容
（
被
災
市
町
記
入
）

応
援
要
請
（
被
災
）
市
町
（
被
災
市
町
記
入
）

三
重
県
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（
別
添
様
式
4
）

応応
援援
要要
請請
・・
計計
画画
書書

県
市
町
名

担
当
者
氏
名

受
入
希
望

人
数

受
入
希
望

期
間

そ
の
他

参
考
事
項

応
援
市
町

受
入
人
数

応
援
市
町

受
入
予
定

日
時

地
図
番
号

受
入
場
所

所
属

担
当
者

電
話
番
号

応
援
市
町
（
応
援
受
諾
市
町
記
入
）

避 難 所 の 提 供 住 宅 等 の 提 供

三
重
県

応
援
要
請
（
被
災
）
市
町
（
被
災
市
町
記
入
）

避避
難難
所所

連
絡
先
（
電
話
）

所
属

応
援
要
請
内
容
（
被
災
市
町
記
入
）

（
三
重
県
記
入
）

受
諾
内
容
（
応
援
市
町
記
入
）

 

 

【様式集（２） 自衛隊災害派遣及び撤収要請様式】
■ 災害派遣要請書

年 月 日

（宛先）三重県知事

松阪市長 □印

自衛隊の災害派遣要請要求について

災害を防除するため､ 自衛隊法 条に基づく自衛隊の派遣要請を要求します｡

記

１ 災害の状況及び派遣を要請する事由

災害の状況 特に災害派遣を必要とする区域の状況を明らかにする｡

派遣を要請する事由

２ 派遣を希望する期間

３ 派遣を希望する区域及び活動内容

派遣を希望する区域

派遣を希望する活動内容

連絡場所及び連絡者

４ その他参考となすべき事項
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【様式集（２） 自衛隊災害派遣及び撤収要請様式】
■ 災害派遣要請書

年 月 日

（宛先）三重県知事

松阪市長 □印

自衛隊の災害派遣要請要求について

災害を防除するため､ 自衛隊法 条に基づく自衛隊の派遣要請を要求します｡

記

１ 災害の状況及び派遣を要請する事由

災害の状況 特に災害派遣を必要とする区域の状況を明らかにする｡

派遣を要請する事由

２ 派遣を希望する期間

３ 派遣を希望する区域及び活動内容

派遣を希望する区域

派遣を希望する活動内容

連絡場所及び連絡者

４ その他参考となすべき事項
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■ 撤収要請書

年 月 日

（宛先）三重県知事

松阪市長 □印

自衛隊の撤収要請要求について

このことについて､ 自衛隊法第 条の規定により､ 災害派遣を受けましたが､ 所期の目的を終了

しましたから､ 下記のとおり撤収要請を要求します｡

記

１ 撤収要請日時

年 月 日 時 分

２ 派遣要請日時

年 月 日 時 分

３ 撤収作業場所

撤収作業内容

 

【様式集（３）】海上保安庁応急措置実施要請及び撤収要請様式
■ 応急措置実施要請書

年 月 日

知 事 あ て

松阪市長 □印

海上保安庁の応急措置の実施要請要求について

このことについて、下記のとおり、災害対策基本法第 条第３項及び海上保安庁防災業務計画第

３章第５節第９関係機関及び地方公共団体の災害応急対策の実施に対する支援に基づき、応急措置の

実施要請を要求します。

記

１ 災害の状況及び応急措置を要請する事由

災害の状況 特に応急措置を必要とする区域の状況を明らかにする｡

応急措置を要請する事由

２ 応急措置を希望する期間

３ 応急措置を希望する区域及び活動内容

応急措置を希望する区域

応急措置を希望する活動内容

連絡場所及び連絡者

４ その他参考となすべき事項
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■ 撤収要請書

年 月 日

（宛先）三重県知事

松阪市長 □印

自衛隊の撤収要請要求について

このことについて､ 自衛隊法第 条の規定により､ 災害派遣を受けましたが､ 所期の目的を終了

しましたから､ 下記のとおり撤収要請を要求します｡

記

１ 撤収要請日時

年 月 日 時 分

２ 派遣要請日時

年 月 日 時 分

３ 撤収作業場所

撤収作業内容

 

【様式集（３）】海上保安庁応急措置実施要請及び撤収要請様式
■ 応急措置実施要請書

年 月 日

知 事 あ て

松阪市長 □印

海上保安庁の応急措置の実施要請要求について

このことについて、下記のとおり、災害対策基本法第 条第３項及び海上保安庁防災業務計画第

３章第５節第９関係機関及び地方公共団体の災害応急対策の実施に対する支援に基づき、応急措置の

実施要請を要求します。

記

１ 災害の状況及び応急措置を要請する事由

災害の状況 特に応急措置を必要とする区域の状況を明らかにする｡

応急措置を要請する事由

２ 応急措置を希望する期間

３ 応急措置を希望する区域及び活動内容

応急措置を希望する区域

応急措置を希望する活動内容

連絡場所及び連絡者

４ その他参考となすべき事項
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■ 撤収要請書 (知事あて)

年 月 日

（宛先）三重県知事

市町長 □印

海上保安庁の応急措置撤収要請要求について

このことについて、下記のとおり、災害対策基本法第 条第３項及び海上保安庁防災業務計画第

３章第５節第９関係機関及び地方公共団体の災害応急対策の実施に対する支援に基づき、応急措置の

実施を受けましたが、所期の目的を終了しましたから、下記のとおり撤収要請を要求します。

記

１ 撤収要請日時

年 月 日 時 分

２ 応急措置の実施要請日時

年 月 日 時 分

３ 撤収作業場所

撤収作業内容

様式集（４）　災害救助法関係様式
様式１

被害の状況

世帯

人員

世帯

人員

世帯

人員

世帯

人員

世帯

人員

（注）

　　　　　　

（１）負傷のうち「重症」とは、１月以上の治療を要する見込みのものとし、「軽症」とは、1
月
　　　未満で治療できる見込みのものとするが、その区分が把握できない場合は、負傷欄の小計
　　　を持って報告すること。
（２）「棟」とは、一つの独立した建物をいう。なお母屋に付着している風呂場、便所等は母屋
　　　に含めて１棟とするが、２つ以上の棟が渡り廊下等で接続している場合には２棟とするこ
　　　と。
（３）「一部破損」とは、住家の損壊程度が、半壊に達しない程度のものとすること。
（４）「床下浸水」とは、住家が「床上浸水」に達しない程度のものとすること。
（５）住家の被害のうち「棟数」及び「一部破損」は「決定報告」を除き、指示した場合に限り

○○村

　　　　　　　　法適用市町村名

○○市

小計

軽症

重症
負
傷

○○町

災害発生年月日

全壊・全焼又は流出

床上浸水

一部破損

半壊又は半焼

人
的
被
害

行方不明者

死者

全壊・全焼又は流出

棟
数

被害状況調

床下浸水

世
帯
数
及
び
人
員

住
家
の
被
害

床下浸水

半壊または半焼

一部破損

床上浸水

計

計
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■ 撤収要請書 (知事あて)

年 月 日

（宛先）三重県知事

市町長 □印

海上保安庁の応急措置撤収要請要求について

このことについて、下記のとおり、災害対策基本法第 条第３項及び海上保安庁防災業務計画第

３章第５節第９関係機関及び地方公共団体の災害応急対策の実施に対する支援に基づき、応急措置の

実施を受けましたが、所期の目的を終了しましたから、下記のとおり撤収要請を要求します。

記

１ 撤収要請日時

年 月 日 時 分

２ 応急措置の実施要請日時

年 月 日 時 分

３ 撤収作業場所

撤収作業内容

様式集（４）　災害救助法関係様式
様式１

被害の状況

世帯

人員

世帯

人員

世帯

人員

世帯

人員

世帯

人員

（注）

　　　　　　

（１）負傷のうち「重症」とは、１月以上の治療を要する見込みのものとし、「軽症」とは、1
月
　　　未満で治療できる見込みのものとするが、その区分が把握できない場合は、負傷欄の小計
　　　を持って報告すること。
（２）「棟」とは、一つの独立した建物をいう。なお母屋に付着している風呂場、便所等は母屋
　　　に含めて１棟とするが、２つ以上の棟が渡り廊下等で接続している場合には２棟とするこ
　　　と。
（３）「一部破損」とは、住家の損壊程度が、半壊に達しない程度のものとすること。
（４）「床下浸水」とは、住家が「床上浸水」に達しない程度のものとすること。
（５）住家の被害のうち「棟数」及び「一部破損」は「決定報告」を除き、指示した場合に限り

○○村

　　　　　　　　法適用市町村名

○○市

小計

軽症

重症
負
傷

○○町

災害発生年月日

全壊・全焼又は流出

床上浸水

一部破損

半壊又は半焼

人
的
被
害

行方不明者

死者

全壊・全焼又は流出

棟
数

被害状況調

床下浸水

世
帯
数
及
び
人
員

住
家
の
被
害

床下浸水

半壊または半焼

一部破損

床上浸水

計

計
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様式２

種目別区分 員数 単価 金額 備考

１ 救助費 円 円

　（１）収容施設供与費

　　　 避難所設置費 延　　　人

　　　 応急仮設住宅設置費 戸

　（２）炊出しその他による食品給与費 延　　　人

　（３）飲料水供給費 延　　　人

　（４）被服寝具その他生活必需品給（貸）与費 世帯

　（５）医療及び助産費 延　　　人

　　　 医療費 延　　　人

　　　 助産費 延　　　人

　（６）災害にかかった者の救出費 人

　（７）住宅の応急修理費 世帯

　（８）生業資金の貸与費 世帯

　（９）学用品の給与費 人

　　　 小学校児童 人

　　　 中学校生徒 人

　（１０）埋葬費 体

　　　　 大人 体

　　　　 小人 体

　（１１）死体の捜索費 体

　（１２）死体の処理費 体

　（１３）障害物の除去費 世帯

　（１４）輸送費

　（１５）人夫賃

２ 実費弁償費 人

３ 扶助費 件

４ 損失補償費 件

５ 法第１９条の補償費

６ 法第２０条の求償に対する支払費

合計

災害救助費概算額調
様式５

都道府県名
災害救助基金現在高
（　　　　年　４月　１日）

Ａ
円

当該年度における災害救助基金最少額 Ｂ
円

差引過△不足額　　　　　　　　　　 Ａ－Ｂ＝Ｃ
円

当該年度要積立額 Ｄ 円

当該年度積立予定額 Ｅ 円

円

円

円

円
災害救助基金現在高
（　　　　年　４月　１日）

Ｆ
円

災害救助基金最少額 Ｇ
円

差引過△不足額（Ｆ－Ｇ） Ｈ
円

要積立額 Ｉ
円

積立額 Ｊ
円

支出額 Ｋ
円

基金繰入額
円

その他
円

基金繰入額
円

その他
円

（注）「前年度決算状況」の各欄のうち、額が確定していないものについては、見込額とすること。

●年度災害救助基金報告書

法第41条第1号の方法

同条第２号の方法

同条第３号の方法

計

概
　
　
　
　
況

災
害
救
助
基
金
運
用

状
況

（
災
害
救
助
基

金
現
在
高
内
訳

）

応急仮設住宅払下収入金

生業資金返還額

前
　
年
　
度
　
決
　
算
　
状
　
況

備考
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様式２

種目別区分 員数 単価 金額 備考

１ 救助費 円 円

　（１）収容施設供与費

　　　 避難所設置費 延　　　人

　　　 応急仮設住宅設置費 戸

　（２）炊出しその他による食品給与費 延　　　人

　（３）飲料水供給費 延　　　人

　（４）被服寝具その他生活必需品給（貸）与費 世帯

　（５）医療及び助産費 延　　　人

　　　 医療費 延　　　人

　　　 助産費 延　　　人

　（６）災害にかかった者の救出費 人

　（７）住宅の応急修理費 世帯

　（８）生業資金の貸与費 世帯

　（９）学用品の給与費 人

　　　 小学校児童 人

　　　 中学校生徒 人

　（１０）埋葬費 体

　　　　 大人 体

　　　　 小人 体

　（１１）死体の捜索費 体

　（１２）死体の処理費 体

　（１３）障害物の除去費 世帯

　（１４）輸送費

　（１５）人夫賃

２ 実費弁償費 人

３ 扶助費 件

４ 損失補償費 件

５ 法第１９条の補償費

６ 法第２０条の求償に対する支払費

合計

災害救助費概算額調
様式５

都道府県名
災害救助基金現在高
（　　　　年　４月　１日）

Ａ
円

当該年度における災害救助基金最少額 Ｂ
円

差引過△不足額　　　　　　　　　　 Ａ－Ｂ＝Ｃ
円

当該年度要積立額 Ｄ 円

当該年度積立予定額 Ｅ 円

円

円

円

円
災害救助基金現在高
（　　　　年　４月　１日）

Ｆ
円

災害救助基金最少額 Ｇ
円

差引過△不足額（Ｆ－Ｇ） Ｈ
円

要積立額 Ｉ
円

積立額 Ｊ
円

支出額 Ｋ
円

基金繰入額
円

その他
円

基金繰入額
円

その他
円

（注）「前年度決算状況」の各欄のうち、額が確定していないものについては、見込額とすること。

●年度災害救助基金報告書

法第41条第1号の方法

同条第２号の方法

同条第３号の方法

計

概
　
　
　
　
況

災
害
救
助
基
金
運
用

状
況

（
災
害
救
助
基

金
現
在
高
内
訳

）

応急仮設住宅払下収入金

生業資金返還額

前
　
年
　
度
　
決
　
算
　
状
　
況

備考
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様式6

単位
呼称

円

（注）１　　「摘要」欄に購入又は受払先及び払出し先を記入すること。

　　　２　　「備考」欄に購入単価及び購入金額を記入すること。

　　　３　　各救助の種目別最終行欄に受、払、残の計及びそれぞれの金額を明らかにすること。

　　　　　　なお、物資等において都道府県よりの受入分及び市町村調達分がある場合には、それぞれの別に

　　　　　受、払、残の計及びそれぞれの金額を明らかにしておくこと。

　　　４　　救護班による場合には、救護班ごとに救助業務従事期間中における品目ごとに使用状況を記入す

　　　　　ること。

　　　　　　なお、「備考」欄に払高数量(使用数量)に対する金額を記入すること。

受 払 残
備考
（金額）

救助の種目別物資受払状況

市町村名

救助の種目 年月日 品名 摘要

様式７

市町村名

品名 数量
　月　日から
　月　日まで 人 人

既存建物

野外仮設

天幕

計

（注）１　　「種別」欄は、既存建物、野外仮設、天幕の別に記入すること。
　　　２　　物品の使用状況は、開設期間中に使用した品目別、使用数量を記入すること。
　　　３　　他市町村の住民を収容したときは、その住所、氏名及び収容期間を「備考欄」に記入すること。

実支出額 備考

避難所設置及び収容状況

避難所の名称 種別 開設期間 実人員 延人員
物品使用状況
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様式6

単位
呼称

円

（注）１　　「摘要」欄に購入又は受払先及び払出し先を記入すること。

　　　２　　「備考」欄に購入単価及び購入金額を記入すること。

　　　３　　各救助の種目別最終行欄に受、払、残の計及びそれぞれの金額を明らかにすること。

　　　　　　なお、物資等において都道府県よりの受入分及び市町村調達分がある場合には、それぞれの別に

　　　　　受、払、残の計及びそれぞれの金額を明らかにしておくこと。

　　　４　　救護班による場合には、救護班ごとに救助業務従事期間中における品目ごとに使用状況を記入す

　　　　　ること。

　　　　　　なお、「備考」欄に払高数量(使用数量)に対する金額を記入すること。

受 払 残
備考
（金額）

救助の種目別物資受払状況

市町村名

救助の種目 年月日 品名 摘要

様式７

市町村名

品名 数量
　月　日から
　月　日まで 人 人

既存建物

野外仮設

天幕

計

（注）１　　「種別」欄は、既存建物、野外仮設、天幕の別に記入すること。
　　　２　　物品の使用状況は、開設期間中に使用した品目別、使用数量を記入すること。
　　　３　　他市町村の住民を収容したときは、その住所、氏名及び収容期間を「備考欄」に記入すること。

実支出額 備考

避難所設置及び収容状況

避難所の名称 種別 開設期間 実人員 延人員
物品使用状況
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様式８

市町村名

人 　 月 　日 　 月　 日 　 月 　日 円

計 世帯 0

（注）１　　「応急仮設住宅番号」欄は、応急仮設住宅に付した番号とし、設置個所を明らかにした簡単な図面を作成し添付すること。

　　　２　　「家族数」欄は、入居時における世帯主を含めての人員数を記入すること。

　　　３　　「所在地」欄は、応急仮設住宅を建設したところの住所を記入すること。

　　　４　　「構造区分」欄は、木造住宅、プレハブ住宅の別を記入する。

　　　５　　「敷地区分」欄は、公私有別とし、有無償の別をも明らかにすること。

　　　６　　「備考」欄には、入居後における経過を明らかにしておくこと。

実支出額 備考
応急仮設
住宅番号

世帯主
氏名

家族数 所在地 構造区分 面積

応急仮設住宅台帳

敷地区分 着工月日 竣工月日 入居月日

様式９

市町村名

朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（注）　「備考」欄は、給食内容を記入すること。

炊き出し
場の名称

炊出し給与状況

合計
実支出額
　　　　 円 備考

月　　日 月　　日 月　　日
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様式８

市町村名

人 　 月 　日 　 月　 日 　 月 　日 円

計 世帯 0

（注）１　　「応急仮設住宅番号」欄は、応急仮設住宅に付した番号とし、設置個所を明らかにした簡単な図面を作成し添付すること。

　　　２　　「家族数」欄は、入居時における世帯主を含めての人員数を記入すること。

　　　３　　「所在地」欄は、応急仮設住宅を建設したところの住所を記入すること。

　　　４　　「構造区分」欄は、木造住宅、プレハブ住宅の別を記入する。

　　　５　　「敷地区分」欄は、公私有別とし、有無償の別をも明らかにすること。

　　　６　　「備考」欄には、入居後における経過を明らかにしておくこと。

実支出額 備考
応急仮設
住宅番号

世帯主
氏名

家族数 所在地 構造区分 面積

応急仮設住宅台帳

敷地区分 着工月日 竣工月日 入居月日

様式９

市町村名

朝 昼 夜 朝 昼 夜 朝 昼 夜

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（注）　「備考」欄は、給食内容を記入すること。

炊き出し
場の名称

炊出し給与状況

合計
実支出額
　　　　 円 備考

月　　日 月　　日 月　　日
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様式１０

市町村名

数量 所有者 金額 修繕月日 修繕費 修繕の概要
人 円 　月　日 円 円 円

計 0 0 0 0 0

（注）１　　給水用機械器具は借上費の有償、無償の別を問わず作成するものとし、有償による場合にのみ「金額」欄に額を記入する。

　　　２　　「修繕の概要」欄には、修繕の原因及び主要な修繕個所を記入すること。

借上 修繕
燃料費

実支出額 備考

飲料水の供給簿

供給月日 対象人員
給水用の供給簿

名称

様式１１

市町村名

布団 毛布 ・・・
人 　月　日 円

全壊 世帯
半壊 世帯

　　　災害救助物資として上記のとおり給与したことに相違なし

　　　　　年　　　月　　　日

給与責任者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

(注）１　　住家の被害程度に、全壊（焼）流失又は半壊（焼）床上浸水の別を記入すること。
　　　２　　受領年月日に、その世帯に対して最後に給与された物資の受領年月日を記入すること。
　　　３　　「物資給与の品名」欄に、数量を記入すること。

計

住家被害程度区分
世帯主
氏　名

基礎となった
世帯構成人

員
給与月日

物資給与の品名
実支出額

物資の給与状況

備考
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様式１０

市町村名

数量 所有者 金額 修繕月日 修繕費 修繕の概要
人 円 　月　日 円 円 円

計 0 0 0 0 0

（注）１　　給水用機械器具は借上費の有償、無償の別を問わず作成するものとし、有償による場合にのみ「金額」欄に額を記入する。

　　　２　　「修繕の概要」欄には、修繕の原因及び主要な修繕個所を記入すること。

借上 修繕
燃料費

実支出額 備考

飲料水の供給簿

供給月日 対象人員
給水用の供給簿

名称

様式１１

市町村名

布団 毛布 ・・・
人 　月　日 円

全壊 世帯
半壊 世帯

　　　災害救助物資として上記のとおり給与したことに相違なし

　　　　　年　　　月　　　日

給与責任者　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

(注）１　　住家の被害程度に、全壊（焼）流失又は半壊（焼）床上浸水の別を記入すること。
　　　２　　受領年月日に、その世帯に対して最後に給与された物資の受領年月日を記入すること。
　　　３　　「物資給与の品名」欄に、数量を記入すること。

計

住家被害程度区分
世帯主
氏　名

基礎となった
世帯構成人

員
給与月日

物資給与の品名
実支出額

物資の給与状況

備考
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様式１２

月日 市町村名 患者数 措置の概要 死体検案数 修繕費 備考
人 人 円

計 0 0 0

（注）　「備考」欄に班の編成、活動期間を記入すること。

○○救護班
班長：医師　氏名　　　　　　　　　　　　　　印

救護班活動状況
様式１３

市町村名

入院 通院 入院 通院
　　月　日 点 点

計　機関 　　　　　人 0

（注）　「診療区分」欄は該当欄に○印を記入すること。

金額 備考

病院診療所医療実施状況

診　療
機関名

患者氏名 診療期間 病名
診療区分 診療報酬
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様式１２

月日 市町村名 患者数 措置の概要 死体検案数 修繕費 備考
人 人 円

計 0 0 0

（注）　「備考」欄に班の編成、活動期間を記入すること。

○○救護班
班長：医師　氏名　　　　　　　　　　　　　　印

救護班活動状況
様式１３

市町村名

入院 通院 入院 通院
　　月　日 点 点

計　機関 　　　　　人 0

（注）　「診療区分」欄は該当欄に○印を記入すること。

金額 備考

病院診療所医療実施状況

診　療
機関名

患者氏名 診療期間 病名
診療区分 診療報酬
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様式１４

市町村名

　月　日～　月　日 円

計 0

助産台帳

分べん者
氏名

分べん
日時

助産機関名 分べん期間 金額 備考

様式１5

市町村名

数量 所有者（管理者）氏名 金額 修繕月日 修繕費 修繕の概要

　月　日 人 円 　月　日 円 円 円

計 0 0 0 0 0 0

（注）１　　他市町村に及んだ場合には、備考欄にその市町村名を記入すること。

　　　２　　借上費については、有償、無償を問わず記入するものとし、有償による場合にのみ、その借上費を「金額」欄に記入すること。

　　　３　　「修繕の概要」欄には、修繕の原因及び主な修繕個所を記入すること。

修繕費

燃料費

被災者救出状況記録簿

年月日 救出人員

救出用機械器具

実支出額 備考名称

借上費
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様式１４

市町村名

　月　日～　月　日 円

計 0

助産台帳

分べん者
氏名

分べん
日時

助産機関名 分べん期間 金額 備考

様式１5

市町村名

数量 所有者（管理者）氏名 金額 修繕月日 修繕費 修繕の概要

　月　日 人 円 　月　日 円 円 円

計 0 0 0 0 0 0

（注）１　　他市町村に及んだ場合には、備考欄にその市町村名を記入すること。

　　　２　　借上費については、有償、無償を問わず記入するものとし、有償による場合にのみ、その借上費を「金額」欄に記入すること。

　　　３　　「修繕の概要」欄には、修繕の原因及び主な修繕個所を記入すること。

修繕費

燃料費

被災者救出状況記録簿

年月日 救出人員

救出用機械器具

実支出額 備考名称

借上費
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様式16

市町村名
世帯主氏名 修理箇所概要 完了月日 実支出額 摘要

　月　　日 円

計　　世帯 0

住宅応急修理記録簿
様式１７

市町村名

住所 氏名 住所 氏名 職業
円

計　　世帯 0

（注）１　　「貸与期間」欄は「　　年　　月　　日まで　　年　　月間」を記入すること。
　　　２　　「備考」欄は、償還状況等のてん末を明らかにしておくこと。

生業資金貸付台帳

貸付を受けた者 保証人
事業計画概要貸与期間 貸与金額 備考
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様式16

市町村名
世帯主氏名 修理箇所概要 完了月日 実支出額 摘要

　月　　日 円

計　　世帯 0

住宅応急修理記録簿
様式１７

市町村名

住所 氏名 住所 氏名 職業
円

計　　世帯 0

（注）１　　「貸与期間」欄は「　　年　　月　　日まで　　年　　月間」を記入すること。
　　　２　　「備考」欄は、償還状況等のてん末を明らかにしておくこと。

生業資金貸付台帳

貸付を受けた者 保証人
事業計画概要貸与期間 貸与金額 備考
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様
式

１
８

市
町

村
名

国
語

算
数

理
科

社
会

そ
の

他
鉛

筆
ノ

ー
ト

絵
の

具
セ

ッ
ト

習
字

セ
ッ

ト
そ

の
他

小
学

校
人

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

中
学

校
人

高
校

人

学
用

品
を

上
記

の
と

お
り

給
与

し
た

こ
と

に
相

違
な

し
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
月

　
　

日
給

与
責

任
者

（
学

校
長

）
氏

名
　

印

(注
)　

1
　

　
「
給

与
月

日
」
欄

は
、

そ
の

児
童

(生
徒

)に
対

し
て

最
後

に
給

与
し

た
給

与
年

月
日

を
記

入
す

る
こ

と
。

　
  
　

 2
　

　
「
給

与
品

の
内

訳
」
欄

に
は

、
数

量
を

記
入

す
る

こ
と

。

給
与

品
の

内
訳

実
支

出
額

備
考

教
科

書
そ

の
他

学
用

品

（
参

考
）

学
用
品
の
給
与
状
況

学
校

名
学

年
児

童
（
生

徒
）

氏
名

親
権

者
氏

名
給

与
月

日

様式１９

市町村名

氏名 年齢
死亡者との
関係

氏名
棺（附属品
を含む）

埋葬又は
火葬料

骨箱 計

円 円 円 円

計 0 0 0 0 0

（注）１　　埋葬を行った者が市（区）町村長であるときは、遺族の氏名を「備考」欄に記入すること。

　　　２　　市（区）町村長が棺、骨箱等を現物で給与したときは、その旨「備考」欄に明らかにすること。

　　　３　　埋葬を行った者に埋葬費を支給したときは、その旨及び金額を「備考」欄に記入すること。

埋葬台帳

死亡年月日 埋葬年月日

死亡者 埋葬を行った者 埋葬者

備考
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様
式

１
８

市
町

村
名

国
語

算
数

理
科

社
会

そ
の

他
鉛

筆
ノ

ー
ト

絵
の

具
セ

ッ
ト

習
字

セ
ッ

ト
そ

の
他

小
学

校
人

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

中
学

校
人

高
校

人

学
用

品
を

上
記

の
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お
り
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与

し
た

こ
と

に
相

違
な

し
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
月

　
　

日
給

与
責

任
者

（
学

校
長

）
氏

名
　

印

(注
)　

1
　

　
「
給

与
月

日
」
欄

は
、

そ
の

児
童

(生
徒

)に
対

し
て

最
後

に
給

与
し

た
給

与
年

月
日

を
記

入
す

る
こ

と
。

　
  
　

 2
　

　
「
給

与
品

の
内

訳
」
欄

に
は

、
数

量
を

記
入

す
る

こ
と

。

給
与

品
の

内
訳

実
支

出
額

備
考

教
科

書
そ

の
他

学
用

品

（
参

考
）

学
用
品
の
給
与
状
況

学
校

名
学

年
児

童
（
生

徒
）

氏
名

親
権

者
氏

名
給

与
月

日

様式１９

市町村名

氏名 年齢
死亡者との
関係

氏名
棺（附属品
を含む）

埋葬又は
火葬料

骨箱 計

円 円 円 円

計 0 0 0 0 0

（注）１　　埋葬を行った者が市（区）町村長であるときは、遺族の氏名を「備考」欄に記入すること。

　　　２　　市（区）町村長が棺、骨箱等を現物で給与したときは、その旨「備考」欄に明らかにすること。

　　　３　　埋葬を行った者に埋葬費を支給したときは、その旨及び金額を「備考」欄に記入すること。

埋葬台帳

死亡年月日 埋葬年月日

死亡者 埋葬を行った者 埋葬者

備考
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様
式
2
0

市
町
村
名

氏
名

死
亡
者
と
の
関
係

品
名

数
量

金
額

円
円

円
円

計
人

0
0

0
0

0

死
体
処
理
台
帳

遺
族

洗
浄
等
の
処
理

死
体
の
一
時
保
存

検
案
料

実
支
出
額

処
理
年
月
日

死
体
発
見
の
日
時
及
び
場
所

死
亡
者
氏
名

備
考

様式２１

市町村名

区分 除去に要した期間 実支出額
除去に要すべき
状態の概要

備考

　月　日～　月　日 円

半壊（焼） 世帯

床上浸水 世帯

障害物除去の状況

住家被害程度区分

計
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様
式
2
0

市
町
村
名

氏
名

死
亡
者
と
の
関
係

品
名

数
量

金
額

円
円

円
円

計
人

0
0

0
0

0

死
体
処
理
台
帳

遺
族

洗
浄
等
の
処
理

死
体
の
一
時
保
存

検
案
料

実
支
出
額

処
理
年
月
日

死
体
発
見
の
日
時
及
び
場
所

死
亡
者
氏
名

備
考

様式２１

市町村名

区分 除去に要した期間 実支出額
除去に要すべき
状態の概要

備考

　月　日～　月　日 円

半壊（焼） 世帯

床上浸水 世帯

障害物除去の状況

住家被害程度区分

計
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様式22

市町村名

種類 台数 名称番号 所有者氏名

円 円 円 円

計 0 0 0 0 0

（注）１　　「目的」欄は主たる目的(又は救助の種類名）を記入すること。
　　　２　　県又は市町の車両による場合は、「備考」欄に車両番号を記入すること。
　　　３　　借上車両等による場合は、有償無償を問わず記入すること。
　　　４　　借上等に「金額」欄には、運送費又は車両等の借上費を記入すること。
　　　５　　「故障の概要」欄には、故障の原因及び故障箇所を記入すること。

輸送記録簿

輸送
月日

目的
輸送
区間
(距離)

借上等 修繕
燃料費

実支
出額

備考使用車両等
金額

故障車両等 修繕
月日

修繕費
故障の
概要

（
実
費
弁
償
）

様
式
２
３

（
１
）
令
第
1
0
条
第
1
号
か
ら
第
4
号
ま
で
に
規
定
す
る
者
の
従
事
状
況

市
町
村
名

実
人
員

延
人
員

日
当

旅
費

時
間
外
勤
務
手
当

計

人
人

円
円

円
円

円
医
師
及
び
歯

科
医
師

薬
剤
師

保
健
師
・
助
産

師
・
看
護
師

土
木
技
術
者

建
築
技
術
者

大
工
左
官
及

び
と
び
職 計

0
0

0
0

0
0

0

（
注
）
　
「
備
考
」
欄
に
は
、
従
事
者
が
従
事
し
た
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
記
入
す
る
こ
と
。

算
定
基
準
に
よ
る
算
定
額

備
考

職
種

従
業
員
数

従
事
場
所
（
市
町
村
）
従
事
期
間

実
支
出
額
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様式22

市町村名

種類 台数 名称番号 所有者氏名

円 円 円 円

計 0 0 0 0 0

（注）１　　「目的」欄は主たる目的(又は救助の種類名）を記入すること。
　　　２　　県又は市町の車両による場合は、「備考」欄に車両番号を記入すること。
　　　３　　借上車両等による場合は、有償無償を問わず記入すること。
　　　４　　借上等に「金額」欄には、運送費又は車両等の借上費を記入すること。
　　　５　　「故障の概要」欄には、故障の原因及び故障箇所を記入すること。

輸送記録簿

輸送
月日

目的
輸送
区間
(距離)

借上等 修繕
燃料費

実支
出額

備考使用車両等
金額

故障車両等 修繕
月日

修繕費
故障の
概要

（
実
費
弁
償
）

様
式
２
３

（
１
）
令
第
1
0
条
第
1
号
か
ら
第
4
号
ま
で
に
規
定
す
る
者
の
従
事
状
況

市
町
村
名

実
人
員

延
人
員

日
当

旅
費

時
間
外
勤
務
手
当

計

人
人

円
円

円
円

円
医
師
及
び
歯

科
医
師

薬
剤
師

保
健
師
・
助
産

師
・
看
護
師

土
木
技
術
者

建
築
技
術
者

大
工
左
官
及

び
と
び
職 計

0
0

0
0

0
0

0

（
注
）
　
「
備
考
」
欄
に
は
、
従
事
者
が
従
事
し
た
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
記
入
す
る
こ
と
。

算
定
基
準
に
よ
る
算
定
額

備
考

職
種

従
業
員
数

従
事
場
所
（
市
町
村
）
従
事
期
間

実
支
出
額
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様
式
２
４

（
２
）
令
第
1
0
条
第
5
号
か
ら
第
1
0
号
ま
で
に
規
定
す
る
者
の
従
事
状
況

業
種

数
実
人
員

延
人
員

人
人

円

土
木
建
築
業
者

地
方
鉄
道
業
者

軌
道
経
営
者

自
動
車

運
送
事
業
者

船
舶
運
送
業
者

港
湾
運
送
業
者

計
0

0
0

0

（
注
）
　
「
備
考
」
欄
に
は
、
従
事
者
が
従
事
し
た
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
記
入
す
る
こ
と
。

業
者

従
事
者

従
事
場
所
（
市
町
村
）
従
事
期
間

実
支
出
額

備
考

様式２５

（３）扶助金の支給状況

扶助金種類 件数 実支出額 積算基礎 備考
円

計 0 0

（注）１　　「積算基礎」欄には支給基礎額及び支給額の積算基礎等を記入すること。
　　　２　　「備考」欄には、扶助金の支給を必要とした原因等の概要を記入すること。
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様
式
２
４

（
２
）
令
第
1
0
条
第
5
号
か
ら
第
1
0
号
ま
で
に
規
定
す
る
者
の
従
事
状
況

業
種

数
実
人
員

延
人
員

人
人

円

土
木
建
築
業
者

地
方
鉄
道
業
者

軌
道
経
営
者

自
動
車

運
送
事
業
者

船
舶
運
送
業
者

港
湾
運
送
業
者

計
0

0
0

0

（
注
）
　
「
備
考
」
欄
に
は
、
従
事
者
が
従
事
し
た
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
記
入
す
る
こ
と
。

業
者

従
事
者

従
事
場
所
（
市
町
村
）
従
事
期
間

実
支
出
額

備
考

様式２５

（３）扶助金の支給状況

扶助金種類 件数 実支出額 積算基礎 備考
円

計 0 0

（注）１　　「積算基礎」欄には支給基礎額及び支給額の積算基礎等を記入すること。
　　　２　　「備考」欄には、扶助金の支給を必要とした原因等の概要を記入すること。
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様式２６

（４）損失補償費の状況

種類 実支出額 積算基礎 備考

計 0

（注）　１　　「種類」欄には、法第26条の管理、使用、保管および収容の別に区分して記入すること。
　　　　２　　「基礎積算」欄には、損失補償の額の積算基礎を記入すること。
　　　　３　　「備考」欄には、損失補償の概要を記入すること。

員 数 単 価 金 額

1 円 円

(1) 旅 費

(2) 役 務 費

時 間 外 勤 務 手 当

及 び 深 夜 手 当

2

(1) 消 耗 器 材 費

(2) 借 上 費

3

(1) 薬 剤 費

(2) 衛 生 材 料 費

(3) そ の 他 消 耗 品 費

4

(1) 輸 送 費

(2) 修 繕 費

(3) 借 上 費

(4) 燃 料 費

5

(1) 医 療

(2) 助 産

(3) 死 体 処 理

6

7

(1) 消 耗 品 費

(2) 電 話 費

(3) 電 報 費

0 0 0

（注）　「区分」の欄には、適宜必要な欄を設けて費目別に記入すること。

様式２７

法第19条の補償費の状況

救 護 諸 費

輸 送 費

人 夫 費

扶 助 金

事 務 費

計

区              分
実 支 出 額

備 考

人 件 費

(3)

救 護 所 設 置 費
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様式２６

（４）損失補償費の状況

種類 実支出額 積算基礎 備考

計 0

（注）　１　　「種類」欄には、法第26条の管理、使用、保管および収容の別に区分して記入すること。
　　　　２　　「基礎積算」欄には、損失補償の額の積算基礎を記入すること。
　　　　３　　「備考」欄には、損失補償の概要を記入すること。

員 数 単 価 金 額

1 円 円

(1) 旅 費

(2) 役 務 費

時 間 外 勤 務 手 当

及 び 深 夜 手 当

2

(1) 消 耗 器 材 費

(2) 借 上 費

3

(1) 薬 剤 費

(2) 衛 生 材 料 費

(3) そ の 他 消 耗 品 費

4

(1) 輸 送 費

(2) 修 繕 費

(3) 借 上 費

(4) 燃 料 費

5

(1) 医 療

(2) 助 産

(3) 死 体 処 理

6

7

(1) 消 耗 品 費

(2) 電 話 費

(3) 電 報 費

0 0 0

（注）　「区分」の欄には、適宜必要な欄を設けて費目別に記入すること。

様式２７

法第19条の補償費の状況

救 護 諸 費

輸 送 費

人 夫 費

扶 助 金

事 務 費

計

区              分
実 支 出 額

備 考

人 件 費

(3)

救 護 所 設 置 費
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